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・ 広域幹線道路網の形成 

・ 県北地域への交通基盤の強化 

・ 開発計画等地域振興の支援 

 一般国道４号は、日本橋を起点とし、宇都宮、郡山
こおりやま

、福島、仙台、

盛岡を経て青森市に至る延長約 850km の主要幹線道路です。 

 さくら市・矢板市周辺の国道４号は、市街地中心部を通り、交通量

の増加等により、慢性的な渋滞が生じています。 

 氏家矢板バイパスは、広域幹線道路網の強化、県北地域への交通基

盤の強化、開発計画等地域振興の支援を目的とした延長 13．9km の現

道拡幅及びバイパス事業です。 

 事業再評価対象区間は、現在未整備の 9.3km 区間です。 
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凡  例 再再
評評
価価
対対
象象
区区
間間

ＬＬ
＝＝
９９
．．
３３
㎞㎞  

氏家矢板バイパス 

Ｌ＝１３．９ｋｍ 

栃木県
とちぎけん

矢板市
やいたし

片岡
かたおか

 

栃木県
とちぎけん

さくら市上阿久津
か み あ く つ

 

１．事 業 の 目 的 

位置図 

氏家矢板バイパス 

H18
４車線開通 
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・区 間：自）栃木県
とちぎけん

さくら市上阿久津
か み あ く つ

 

至）栃木県
とちぎけん

矢板市
や い た し

片岡
かたおか

 

・計 画 延 長：Ｌ＝１３．９ｋｍ 

・幅 員：Ｗ＝２５．０ｍ 

・道 路 規 格：第３種第１級 

・設 計 速 度：８０ｋｍ／ｈ 

・車 線 数：４車線 

・全体事業費：約３６０億円 

 

■標準断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小
山
石
橋
バ
イ
パ
ス 

（資料：宇都宮国道事務所） 

２．計 画 の 概 要 

現況 

計画 

矢
板
バ
イ
パ
ス 

国
道
４
号
現
道 

至 東京 

至 福島 

氏
家
矢
板
バ
イ
パ
ス
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（１）周辺道路の交通状況 

馬場南交差点南側において４車線から２車線に交通容量が減少す

ることから先詰まりの渋滞が発生し、４車線整備済み区間にまで渋

滞が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
谷
津
歩
道
橋 

片
岡 乙

畑 工
業
団
地
入
口 

蒲
須
坂
北

蒲
須
坂 

馬
場
北 

馬
場 

川
岸
南 

菖
蒲
沢 

上
阿
久
津
南 

長
久
保 

矢
板
Ｉ
Ｃ

４

東北自動車道 

293

栃木県平均 
1.9 万人時間/年 km 

461 

長
久
保
北

至 

東
京 

至 

福
島 

さくら市

矢板市

氏家矢板バイパス L=13.9km 
４車線化済み L=5.6km 

延長あたり渋滞損失時間 

直進１車線 直進１車線 

馬場南R293 

４車線化済み ２車線 

至

東
京 

R293 

至 水戸市 

至 鹿沼市 川岸 直進２車線 

至

福
島 

馬
場
南 

川
岸 

３．道 路 整 備 の 必 要 性 と 効 果 

片岡交差点付近 

（交差点の交通容量不足による渋滞） 

 

至東京 

至福島 

長久保北交差点付近 

（交差点の交通容量不足による渋滞） 

至東京 

至福島 

馬場南交差点付近 

（４車→２車線の容量減による渋滞） 

至東京 

至福島 

渋滞損失時間：約９５万人時間/年
（渋滞損失額：約３１億円/年） 
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（２）周辺地域の整備状況 

 周辺地域には、７つの区画整理事業、１５の工業団地が存在してお

り、氏家矢板バイパスは、県北地域、ならびに県南地域を連絡する機

能を持つ道路となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏
家
矢
板
バ
イ
パ
ス

Ｌ
＝
１
３
．
９
ｋ
ｍ

北関東自動車道 

Ｈ１９開通 

石石
橋橋
宇宇
都都
宮宮
ババ
イイ
パパ
スス  

ＬＬ
＝＝
１１
８８
．．
７７
ｋｋ
ｍｍ
（（事事
業業
中中
）） 

常常
総総
・・宇宇
都都
宮宮
連連
絡絡
道道
路路  

ＬＬ
＝＝
約約
１１
００
００
ｋｋ
ｍｍ  

再再
評評
価価
対対
象象
区区
間間

ＬＬ
＝＝
９９
．．
３３
㎞㎞  

●土地区画整理事業 

①

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

⑦

⑥

⑤

④

③

②

⑧ 

⑫

⑪ 

⑬

⑭

⑩ 

⑨ 
⑮

●工業団地 

1 宇都宮（平出） 304.1

2 瑞穂野 30.2

3 宇都宮清原 387.6

4 矢板 44.7

5 喜連川 225.3

6 河内 34.4

7 河内町中小 5.1

8 芳賀 248.4

9 芳賀・高根沢 226.4

10 塩谷 27.0

11 砂部 25.8

12 矢板南 77.6

13 情報の森とちぎ 23.7

14 インターパーク宇都宮南 137.5

15 宇都宮テクノポリスセンター 177.2

総面積
（ha）

団地名

施工面積
(ha)

1 宝積寺駅西第一 23.3

2 上阿久津台地 66.1

3 東原 6.8

4 矢板駅東第二 29.8

5 木幡 26.5

6 中里原 14.4

7 つつじが丘ニュータウン 16.5

地区名
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（３）広域道路ネットワークの形成 

周辺地域では、常
じょう

総
そう

宇都宮
うつのみや

東部
とう ぶ

連絡道路、新４号国道（一部、茨

城西部宇都宮広域連絡道路）６車線化、北関東自動車道、東北自動

車道の幹線道路の整備が進められており、氏家矢板バイパスは、こ

れらの道路とともに、当該地域の広域的ネットワークを形成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常
総
・
宇
都
宮
東
部
連
絡
道
路

茨
城
西
部
・
宇
都
宮
広
域
連
絡
道
路

氏家矢板バイパス
Ｌ＝１３．９ｋｍ

北関東自動車

北関東自動車
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（４）時間短縮 

 氏家
うじいえ

矢板
や い た

バイパスの起点側には、「情報の森とちぎ」等の工業団地

が点在しています。 

 氏家
うじいえ

矢板
や い た

バイパスの整備により、情報サービス、輸送用機械業等が

集積する「情報の森とちぎ」から東北自動車道「矢板 IC」までの所

要時間が、約３０分から約２２分に約８分短縮（約３割減）されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏
家
矢
板
バ
イ
パ
ス

Ｌ
＝
１
３
．
９
ｋ
ｍ

矢板 IC

情報の森とちぎ

計測区間

情報の森とちぎ～矢板IC

22分

30分

15 20 25 30 35

現　況

整備後

所要時間（分）

約８分短縮

● 情報の森とちぎ 

・ 総面積：２３．７ｈａ 

・ 分譲開始：平成６年８月分譲開始 

・ 分譲率：約６０％（H18.4.1 現在） 

情報の森とちぎ～矢板 IC の所要時間の変化

企業名 業種

(株)計測技研 情報サ-ビス業

(株)ケーヒン
栃木開発センター

輸送用機械器具製造業

(株)ｼｽﾃﾑｿﾘｭ-ｼｮﾝｾﾝﾀ-とちぎ 情報サ-ビス業

全研本社(株) 情報サ-ビス業

高尾金属工業(株)
ＴＡＫＡＯ　Ｃ＆Ｃ　栃木

輸送用機械器具製造業

(株)ＴＫＣ 情報サ-ビス業

(株)フジスタッフ
その他の事業
サービス業（人材派遣業）

(株)ホンダロック 輸送用機械器具製造業

（資料）現 況：H17 道路交通センサス 
    整備後：推計値（平均速度） 
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（５）沿道環境の改善 

氏家
うじいえ

矢板
やい た

バイパスの整備により、CO2 、NOx、SPM の年間排出量が

削減されます。 

氏家矢板バイパス周辺の広範囲に及ぶ地域の CO2 の年間排出量は

約 5,300 CO2-t 削減され、森林吸収面積で日比谷
ひ び や

公園の約 31 倍に相

当します。NOx の年間排出量は約 56ｔ削減され、東京都を走行する

大型車に換算すると約 18 万台に相当します。SPM の年間排出量は約

3.8ｔ削減され、ペットボトル約４万本分に相当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CO2・・・年間約 5,300ｔ-CO2(0.2%)削減 

（森林約 1,700ha の二酸化炭素吸収量に相当） 

（日比谷公園（約 16ha）の面積の約 31 倍に相当） 約３１倍 

SPM・・・SPM を年間約 3.8ｔ(0.5%)削減 

（500ml ペットボトル約 38,000 本分に相当） 

※ペットボトル 1本(500ml)に入る SPM を約 100g として計算 

約４万本 

NOX・・・年間約 56ｔ(0.6%)削減 

（東京都を走行する大型車に換算すると約 180,000 台に相当） 

※大型車 1台が東京都における平均距離を走行した場合の NOX排出量 

※大型車の速度を 40km/h、平均走行距離を 70km/台として換算 

約１８万台 

日比谷公園 

氏
家
矢
板
バ
イ
パ
ス 

（注）算定対象市町村 

栃木県宇都宮市、矢板市、大田原市、那須塩

原市、さくら市、那須烏山市、高根沢町、塩

谷町、芳賀町、市貝町、那珂川町、那須町 
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（１）事業の経緯 

 昭和５８年度 都市計画決定 

 昭和５８年度 事業化 

 昭和６０年度 用地買収着手 

 平成元年度  工事着手 

 平成４年度  現道拡幅による４車線供用 

（氏家
うじいえ

駅西地区 L=1.1 ㎞） 

 平成１０年度 上阿久津
か み あ く つ

バイパス暫定２車線供用 

（一部完成４車線供用） 

 平成１８年度 上阿久津
か み あ く つ

バイパス全線４車線供用 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事 業 の 経 緯 と 進 捗 

旧国道４号 

上阿久津 
バイパス

整備済み区間 現道拡幅 バイパス整備 現道拡幅 
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（２） 当初の予定 

氏家
うじいえ

矢板
やい た

バイパスは、一般国道４号の交通基盤の強化を目的と

して、整備効果を勘案しながら、優先順位の高い区間から順次、

バイパス及び４車拡幅整備を進めることとしていました。 

  

（３） 現在の状況 

 

 

 

 
 
 

   

 

本事業区間は１３．９㎞であり、周辺地域の整備に併せ整備効

果を早期に発現するため、順次整備を進めてきております。 

先ずは、土地区画整理事業と連携し、氏家
うじいえ

駅西地区（Ｌ＝１．

１km）の４車線化整備を進め、平成４年度に完成供用しています。

ついで、渋滞の著しいさくら市南部の交通基盤の強化を図るべく

上阿久津
か み あ く つ

バイパスの整備を進め、平成１８年度に全線４車線供用

（Ｌ＝３．５km）しています。 

現在、矢板
やいた

市内の交通基盤の強化を図るべく、矢板
やいた

バイパスの

整備及び４車線化を進めており、予定通り進めております。 

全体事業費 約３６０億円 

うち用地費 約１１０億円 

執行済み額 約３２０億円 (約８８%) 

うち用地費 約１００億円 (約９５%) 

残事業費 約 ４０億円 
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路 線 名 国道４号  

事 業 名 氏家矢板バイパス 

延 長 １３．９ｋｍ 
 

□便益 

 走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 

合計 

基 準 年 平成 19 年 

基準年における 

現在価値(B) 
462 億円 26 億円 17 億円 505 億円 

 

□費用 

 改築費 維持管理費 合計 

基 準 年 平成 19 年 

基準年における 

現在価値(Ｃ) 
173 億円 65 億円 238 億円 

 

□算定結果 

B/Ｃ 
505 億円(総便益) 

238 億円(総費用) 
２．１ 

 

注)１．費用及び便益額は整数止めとする。 

     ２．費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

 

５．費用対効果 
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（１）事業の必要性等に関する視点     

当事業は、周辺地域で整備が進められている常総宇都宮東部連

絡道路、新４号国道、北関東自動車道、東北自動車道の幹線道路

の道路とともに当該地域の広域的ネットワークを形成するもので

す。 

 周辺地域には７つの区画整理事業、１５の工業団地が存在して

おり、県北地域並びに県南地域を連絡する機能を持つ道路となり、

より一層の交通円滑化が必要となってきています。 

現在、上阿久津
か み あ く つ

バイパス、及び氏家
うじいえ

駅西地区の４．６ｋｍが４

車線整備を完了していますが、４車線から２車線に交通容量が低

下する区間で、容量不足による慢性的な交通渋滞が発生していま

す。 

 

（２）事業進捗の見込みの視点 

平成４年度に氏家
うじいえ

駅西地区が、平成 18 年度に上阿久津
か み あ く つ

バイパス

が４車線開通しました。平成１９年度は馬場南交差点以北の現道

４車線化、氏家バイパスの整備を促進します。用地取得は約９６％

取得しています。引き続き用地交渉を進めてまいります。 

 

（３）対応方針（原案） 

当事業は継続が妥当と考え、平成２０年代前半までに全線整備

を進めてまいります。 

 

６．今後の対応方針（原案） 


